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全国造形教育連盟委員長 

世田谷区立砧南中学校校長 

松永 かおり 

この度の地震により被災された皆様ならびにそのご家族の皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、皆様の安全と

被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。 

第７５回全国造形教育研究大会（東京臨時大会）の開催に際し、ご協力を賜りました皆様に心より御礼申し上げます。 

令和４年１２月に本職を引き継いで以来、私宛てに多方面の方々からご意見やお考えの声をいただきました。その内容は

一様に、今後の造形教育の振興と発展の重要性、その要となる教育研究活動の必要性を説く声であり、本連盟の活動の

活性化と、関係者の連携強化を願うという、大変ありがたい声でした。本臨時大会はその声に背中を押していただくことで

実現しました。 

新型コロナの感染拡大は、教育研究活動の組織運営や研究大会の形態の変化等、大きな影響をもたらしました。現在、

各地区での教育研究予算の削減、リアルな子供の姿を見る研究授業の機会減少や、専門性をもつ教員の全国的な減少、

教育現場の労働環境の改善等、造形教育を取り巻く課題は山積しています。 

ポスト・コロナの教育研究の在り方について検討が求められるこの時期、この臨時大会では、これまで大切にされてきた

教育研究活動の意義や価値を再確認するとともに、活発で持続可能な活動の在り方について考えていきます。 

本大会が、志を共にする仲間同士の連携や協働の強化につながり、今後の造形教育の振興と発展に向けた具体的なア

クションの基盤となりますよう、心から願っております。 

※「全国造形教育連盟」という名称に基づき、本大会では、図画工作、美術、工芸等にかかわる全ての教育活動を総称して

「造形教育」と表現いたします。 

                                                                                                        

 

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

（併）文化庁参事官（芸術文化担当）付教科調査官 

（併）文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 

小林 恭代 

「未来のつくり手の育成に向けて」 

学習指導要領の全面実施から月日を重ね、「着実な実施」から「よりよい実施」へ向けて、日々授業

改善に取り組んでくださっていることに心より感謝申し上げます。 

今、学校で学ぶ子供たちが大人になった時、社会はどのようになっているのでしょうか。この数年でも、私たちの生活は

大きく変化しています。予測もしていなかったことが起こる時代だからこそ、子供たちに、変化に前向きに対応する力をつけ

ていく必要があります。Society 5.0 においては、「主体性」、「リーダーシップ」、「創造力」、「課題設定・解決能力」、「論理

的思考力」、「表現力」、「チームワーク」などの資質・能力を備えた人材が期待されています。私たちが造形教育で育成で

きる力とは何かを考え、授業改善を進めていくことは、豊かな未来に繋がるという誇りと自負をもって進んでいきたいと、改

めて感じております。 

教師の学びと子供の学びは相似形であると言われています。先生方が主体的に学ぶ姿は子供たちのよき手本となりま

す。全国の先生方が日頃の実践や子どもの姿を通してよりよい教育について学び合う、本会の意義は、一層重要と言えま

す。未来のつくり手である子供たちのために、今後も活発な研究活動が推進されますことをご期待申し上げる次第です。 

最後になりましたが、本大会の開催関係者の皆様に感謝申し上げますと共に、それぞれの研究会等の一層の御発展と、

皆様方の御健勝を祈念し、挨拶とさせていただきます。 

主催者挨拶 
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国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

(併)文化庁参事官(芸術文化担当)付教科調査官 

(併)文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 

平田 朝一 

「第７５回全国造形教育研究大会」が、開催されますことを心よりお喜び申し上げます。 

小学校と中学校の学習指導要領の全面実施から数年が経ちました。この間、先生方におかれま

しては、様々な授業の実践を進めてこられたことと思います。本大会では、「造形教育研究のこれま

でとこれから」をテーマに、これまで先生方が大切にされてきた教育研究活動の意義を再確認し、今後の造形教育の在り

方について研究されています。大会の開催に向け、進め方や準備など、先生方が協議し協力されたこと、また、本日の大会

から考えたこと、そこから得られた新たな気づきが、今後の授業改善への大きな機会になると考えています。 

学習指導要領における中学校美術科の目標には「生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力」と記

されています。これは、造形的な視点を豊かにもち、生活や社会の中の形や色彩などの造形の要素に着目し、それらによる

コミュニケーションを通して、一人一人の生徒が自分との関わりの中で美術や美術文化と豊かに関わることができるよう

にするための資質・能力のことです。本大会での研究が、これからの子供たちの学びにつながっていくことを期待していま

す。 

最後になりましたが、本研究大会のためにご尽力された関係者の方々に感謝申し上げますとともに、本研究会の一層の

御発展と皆様方のご健勝を祈念いたしまして、祝辞とさせていただきます。 

                                                                                                       

 

 

 

 

東京都教育委員会 

教育長 

浜 佳葉子 

第 75 回全国造形教育研究大会が、全国各地から造形教育に携わる多くの方々をお迎えして開催されますことに、心か

らお慶びを申し上げます。また、これまで、全国造形教育連盟が、全国の造形教育の振興に多大な貢献をしてこられました

ことに、深く敬意を表します。 

東京都教育委員会は、教員の教科等の専門性を高めるための取組等行う団体を「東京都教育委員会研究推進団体」に

認定し、活動の促進、支援及び研究成果の普及を図っています。こうした取組の一環として、図画工作、美術、工芸など造形

教育に関連する研究諸団体におかれましても、大変意欲的に研究活動に取り組んでいただいているところです。 

各校種の学習指導要領には、図画工作科、美術科、工芸科に共通して重視すべき学習活動として、それぞれの学びの過

程において、子供たち一人一人が造形的な見方・考え方を働かせることができるようにすることなどが示されています。 

こうした趣旨等を踏まえ、本研究大会は、「造形教育研究のこれまでとこれから」をテーマに掲げ、これまでの教育研究

活動の意義や価値を再確認するとともに、持続可能な活動の充実を図り、関係者間の連携や協働を強化することを目指し

ています。「つくり、つくりかえ、つくる」といった造形活動は、一人一人のアイデアや感性を十分に発揮しながら、ものづくり

を通して、豊かな生活を実現していくことを目指す大切な教育活動です。本研究大会の成果が、全国の教育の場に広がっ

ていくことを期待しています。 

結びに、本研究大会の開催に御尽力いただいた関係の皆様に感謝申し上げますとともに、全国造形教育連盟の益々の

御発展を祈念いたしまして、挨拶といたします。 
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第 75 回全国造形教育研究大会（東京臨時大会） 

大会テーマ「造形教育研究のこれまでとこれから」 

 

次     第 

 

◆ 教材展見学 12：00～13：00 センター棟１階「102 研修室」 

 

◆ 大会 13:00～17:00 センター棟４階「417 セミナーホール」 

開会式  

・開会宣言 

・主催者挨拶 

・来賓挨拶 

・来賓紹介 

 

１ 共通理解 全国造形教育連盟の起源と歴史  

 

２ シンポジウム「造形教育研究のこれまでとこれから」 

 

３ 各地区の取組紹介 

(1) 北海道造形教育連盟  

「“わたし”を創る～今を生きる、共に生きる造形教育～」 

(2) 福島県図画工作・美術・造形教育連盟  

「第６７回東北造形教育研究大会福島大会報告」 

   (3)埼玉県造形教育連合  

「第６７回東北造形教育研究大会福島大会報告」 

「造形教育の新天地へ」 

 

休憩（教材展見学）         

 

4 基調提案 「これからの全国造形教育連盟」 

 

5 記念講演「造形教育の未来に向けて」  

                   講師：兵庫教育大学名誉教授 福本 謹一 先生 

 

閉会式  

・謝辞  

・令和６年度 第 76 回全国造形教育研究大会について 

・閉会宣言 

 

◆ レセプション 17:30～19：30 センター棟２階「カフェフレンズ」 
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１ 「全国造形教育連盟の起源と歴史」 
 

（１）全国造形教育連盟とは 

全国造形教育連盟は、我が国の造形教育の振興を目的に結成された、幼稚園・保育園、小学校、中学校、高等

学校、大学、特別支援教育、美術館の研究団体の集合体である、全国的な組織です。 

その歴史は古く、昭和 23 年から毎年全国各地での研究発表大会を開催し、造形教育に携わる教員間の交流

の場を設け、互いの取組から学ぶ場や、人と人を繋ぐ役割を果たし続けてきました。 

取組は徐々に広がり、2008 年には InSEA 世界大会（大阪）への共催、同時期には、日本教育美術連合との

共催大会を始めるなど、活発な活動を展開してきました。 

近年の教育をとりまく環境の変化により、本連盟の活動にも様々な影響がありました。大会の中止を余儀なくさ

れた年もありましたが、加盟している各地域の教育研究団体は、オンラインの活用や発表形態の工夫によって教

育研究活動や大会開催を継続してきました。 

また、本連盟は、わが国を代表する造形教育に関する全国的な研究組織として広く認知されており、企業や諸

団体等が主催する造形教育関連事業の後援や協賛、共催等の依頼、コンクールや絵画展の審査員の推薦等を

受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国造形教育連盟の活動（令和 5年度(2023 年度)の例） 

４月中旬   本部会計監査終了 

５月下旬   本部役員委嘱状発送 

６月上旬   都道府県名簿・代議員名簿提出の締切り 

７月上旬   第一回本部役員会 

７月〜８月  文化庁・各団体へ後援名義申請 

９月     全造連名簿・代議員名簿 作成、完成次第発送 

１０月〜３月 こども絵画コンクール審査（住友生命保険相互会社：協賛） 

        世界こども図画コンテスト審査（一般社団法人家の光協会：後援） 

        全国学校図工・美術写真公募展審査（日本広告写真家協会：共催） 

        世界児童画展審査（公益財団法人美育文化協会：後援） 

        読書感想画コンクール審査（公益財団法人全国学校図書館協議会：後援） 

        全国児童・生徒木工工作コンクール審査（日本木材青壮年団体連合会：後援） 

        未来の科学の夢絵画展審査（公益社団法人発明協会） 

ゆうちょ銀行アイデア貯金箱コンクール一次審査（株式会社ゆうちょ銀行） 

２月〜３月  各団体への報告 

        第７５回全国造形教育研究大会（東京臨時大会） 

        第二回本部役員会 

        本部会計監査依頼 

        各都道府県 新年度の名簿作成依頼 
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（２）大学部会の活動  

大学部会は研究機関としての特性を生かし、加盟する大学間で連携しながら、以下の３つのことを行っています。 

 

 

 

 

このうち、「③中学校美術科教員実態調査」の結果については、日本教育大学協会全国研究部門代表者連絡

協議会を通して、日本教育大学協会長へ「中学校美術科教員専任教諭の適正配置に関する要望書」として提出

しています。 

 

（３）新たな取組 

令和５年度は、ホームページのリニューアル、Facebook や公式 LINE など SNS の開設、「全国造形教育連

盟・全国代議員会名簿」のデジタル化を進め、連盟の組織活性化と同時に事務的業務のスリム化を図っています。 

 

 

 

 

 

 

  

① 全国造形教育研究大会の広報及び報告 

② 教員養成系大学の課題についての現状報告と情報交換 

③ 中学校美術科教員実態調査 

ホームページ 公式LINE Facebook 
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全 国 造 形 教 育 連 盟 規 約 

 

1 （  名  称  ） 本 連 盟 は、全 国 造 形 教 育 連 盟 と称 する。 

2 （  目  的  ）本 連 盟 は、全 国 造 形 教 育 の振 興 を図 る。 

3 （  事  業  ）本 連 盟 は、上 の目 的 を達 成 するために、次 の事 業 を行 う。 

 イ 各 加 盟 団 体 及 び各 学 校 種 別 部 会 間 の研 究 の交 流 、その連 絡 を行 う。 

 ロ 毎 年 1 回 大 会 を開 き、研 究 ならびに必 要 な決 議 を行 う。 

 ハ 目 的 を同 じくする他 の国 際 的 機 関 および国 内 的 機 関 団 体 等 との研 究 の 

 交 換 、その他 の連 絡 を行 う。 

 ニ その他 本 連 盟 の目 的 達 成 に必 要 な事 業 を推 進 する。 

4 （  組  織  ）本 連 盟 は、各 都 道 府 県 の造 形 教 育 団 体 をもって組 織 する。 

5 （  機  関  ）本 連 盟 に次 の機 関 をおく。 

 イ 決 議 機 関 として代 議 員 会 

 口 執 行 機 関 として本 部 役 員 会 

6 （ 代 議 員 会 ）代 議 員 会 は本 部 役 員 ならびに代 議 員 を以 て構 成 し、毎 年 1 回 委 員 長 の召集 により大 会 会 期 中 に行 う。代  

議 員 は各 都 道 府 県 の代 表 7 名 とする。 

7 （ 本 部 役 員 会 ） 本 部 役 員 会 は、委 員 長 1 名 、副 委 員 長 3 名 程 度 、事 務 局 長 1 名 、学 校 部 長 各 1 名以 て構 成 し、必 要 に 

応 じて委 員 長 が召 集 する。 

8（ 役 員 の任 務 ） 委 員 長 は本 連 盟 を代 表 し会 務 を執 行 する。副 委 員 長 は委 員 長 を補 佐 する。 

 部 長 は学 校 種 別 に必 要 な事 業 を推 進 する。監 査 役 員 は 2 名 とし、会 計 の監 査にあたる。 

9 （ 役 員 の選 出 任 期 ） 委 員 長 、副 委 員 長 、監 査 委 員 は代 議 員 の互 選 により選 出 し、任期は２ ケ年 を一 期 とし、最 長 ４ 期 とする。 

10（  事  務  局  ）委 員 長 のもとに事 務 局 をおく。事 務 局 は事 務 局 長 1 名 と事 務 局 員 若 干 名 とし、本 連 盟 の事 務 及 び会 計 

にあたる。 

11（  経  費  ）本 連 盟 の経 費 は、加 入 団 体 の負 担 金 ならびに事 業 収 入 、その他 寄 付 金 をもってまかな う。 

 イ 加 盟 団 体 の負 担 金 は、年 額 １ 都 道 府 県 ８ ,０ ０ ０ 円 

（ １ 都 道 府 県 内 に 2 以 上 の加 盟 団 体 をつくるときは 1 団 体 ４ ,０ ０ ０ 円 ） とする。 

（ 1998 年 8 月 19 日 、東 京 大 会 において負 担 金 額 改 正 ） 

 ロ 大 会 会 費 は、その都 度 決 定 し参 加 者 の負 担 とする。部 会 の経 費 は必 要 に応 じ大 会 会費 は、その都 度 決  

定 し参 加 者 の負 担 とす る。部 会 の経 費 は必 要 に応 じ、別 に徴 収 するこ とができる。 

12（ 規 約 の発 効 ）この規 約 は昭 和 49 年 10 月 30 日 より発 効 する。平 成 18 年 11 月 1 日改正、同 日 発 効 。平 成 19 年 11 月 14  

日 改 正 、同 日 発 効 。令 和 ４ 年 ８ 月 ２ ６ 日 改 正 、同 日 発 効 。 

 

《 申 し合 わせ事 項 》 

1 各都道府県団体に各校種別 （保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、大学、特別支援学校 ）が揃っている場 合 は、それぞれから

代 表 する代 議 員 7 名 を限 度 として選 出 する。各 校 種 が揃 っていない場 合 は、所 属 する校 種 から偏 りのない よう選 出 する。毎 

年 5 月 末 日 までに連 盟 本 部 に連 絡 する。代 議 員 は単 なる代 議 員 会 構 成 員であるだけでなく、連 盟 本 部 を通 じて全 国 諸 

団 体 との日 常 的 な研 究 、交 流 、運 動 等 の情 報 交 換 を行 う。 （ 1992 年11 月 18 日 、京 都 大 会 において代 議 員 5 名 を 7 名 

に変 更 ） 

2 当 分 の間 、都 道 府 県 の実 績 によっては、当 該 都 道 府 県 団 体 の希 望 があれば、県 内 地 域 、あるいは学 校 種 別 団 体の全 造 

連 への直 接 加 盟 を認 める。この場 合 は加 盟 団 体 毎 に負 担 金 を納 入 し、代 議 員 は学 校 種 数 の人 数 を選 出する。 

3 副 委 員 長 は、各 都 道 府 県 から全 造 連 全 国 大 会 開 催 地 の当 該 年 度 代 表 者 と次 年 度 代 表 者 、及 び委 員 長 が推 薦した

者 の 3 名 を基 本 とする副委員長は、各都道府県から全造連全国大会開催地の当該年度代表者と次年度代表者、及び委員長が推

薦した者の３名を基本とする。  
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全国造形教育研究大会のあゆみ 

 

回 年 月 会  場 大   会   主   題 

１ 
昭和  

23 .10 
一 宮 市  図画工作教育の根本理念の討議と解明 

２ 24 .10 京 都 市  図画工作教育振興の具体案如何の協議 

３ 25 .9 広 島 市  図画工作における評価の実際 

４ 26 .10 福 岡 市  鑑賞教育、全国児童図画工作展 

５ 27 .10 金 沢 市  生活と美術、全国児童生徒図画工作・作品展 

６ 28 .11 大 阪 市  指導要領の検討 

７ 29 .8 仙 台 市  指導要領ならびに指導内容の検討 

８ 30 .11 東 京 都  現下の図画工作教育を阻むものは何か、改善策 

９ 31 .8 札 幌 市  造形教育において、つくりだす力を養うにはどうすればよいのか 

10 32.10 松 山 市  現代日本の図画工作教育の反省と今後の方向 

11 33.10 長 野 市  図画工作科の本質を再検討し今後の対策をたてる 

12 34.10 神 戸 市  図画教育の実情を明らかにし、その新しい建設へ 

13 35.8 神 奈 川 県  生きる喜びの基をつくり出す造形教育 

14 36.11 別 府 市  いきいきとした生活をつくりだす造形教育 

15 37.10 富 山 市  人間づくりの造形教育を確立するために 

16 38.8 東 京 都  科学と美術教育、伝統と美術教育、原理と方法 

17 39.11 宇 都 宮 市  造形教育の実践をとおして、豊かな個性を育てる 

18 40.8 東 京 都  第17回国際美術教育会議東京大会の内容に包含されておこなわれた 

19 41.10 盛 岡 市  たくましい創造力を育てる造形教育の実践 

20 42.10 新 潟 市  人間形成をめざす造形教育の現実的課題と解決策 

21 43.8 高 知 市  造形教育の今日的課題を究明し、ゆたかな感性とたくましい表現力を育てよう 

22 44.8 那 覇 市  造形教育を風土の中でどのようにいかすか 

23 45.10 秋 田 市  ほんとうの美しさをつくりだす授業をもとめて  

24 46.10 静 岡 市  たくましい創造力を育てる造形教育 

25 
昭和  

47 .11 
東 京 都  未来を指向する美術教育は何か 

26 48.10 京 都 市  わが国の造形教育の今日的課題は何か 

27 49.10 和 歌 山 市  子どもと共にあゆむ造形 −ゆたかな発想をもとめて− 

28 50.10 山 形 市  ゆたかな心情とたくましい創造力を育てる造形教育 

29 51.6 東 京 都  緊迫した教育課程改訂にどう対処するか 

30 52.7 札 幌 市  みずみずしい中身でしなやかな子どもを育てる造形実践 

31 53.10 埼 玉 県  造形教育の本質にせまる実践はどうあるべきか 

32 54.10 仙 台 市  豊かな創造力を育てる造形活動を求めて 

33 55.7 愛 知 県  自らつくりだす喜びを育てる造形教育 

34 56.6 長 岡 市  生きているあかしの表現 

35 57.11 佐 賀 県  創り出すよろこびを求めて  −日々の実践の中で、今日的課題を探る− 

36 58.11 東 京 都  独自性を見なおす   −国際的視野に立った発展する美術教育の今日的課題− 
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37 59.10 長 野 県  心おどらせてとりくむ造形 

38 60.10 奈 良 県  明日に生きる創造力の開発をめざして 

39 61.8 旭 川 市  子どもの心をゆり動かす造形教育  −つくる心の拡がりと深まりを求めて− 

40 62.10 千 葉 県  子どもの心を掘り起こす造形教育 

41 63.11 愛 媛 県  心ときめき、ひびきあう美術教育 

42 
平成  

1.8 
青 森 県  

子どもの心に創るよろこびをひきおこす造形教育 

−豊かな感性と、うるおいのある表現活動を求めて− 

43 2.11 熊 本 県  よろこび・いきいき造形教育 −自己表現に心ふるわせる子どもを求めて− 

44 3.7 東 京 都  審美教育と英知 

45 4.11 京 都 府  新たな時代をきり拓く造形教育 

46 5.8 沖 縄 県  21世紀に向けての造形教育 

47 6.11 神 奈 川 県  いま、さらに 豊かな感性・創造のよろこびを 

48 7.11 長 野 県  いのちにふれる造形活動 −つくるよろこび自分らしさの表現を求めて− 

49 
平成  

8.10 
東 京 都  人間・表現・環境 

50 9.7 東 京 都  造形美術教育の再創造 

51 10.8 東 京 都  人間・造形美術・教育−造形美術教育の再創造− 

52 11.8 埼 玉 県  自分“彩”発見 「自分さがしの旅」をしつづける子どもの造形活動 

53 12.8 静 岡 県  開く造形教育に 生き生き交流 

54 13.9 北 海 道  ＜いま＞＜ここ＞＜わたし＞を基軸にして造形の未来を創る 

55 14.8 沖 縄 県  南風にのせ   ! 手・目・心の万人（うまんちゅ）の造形教育 

56 15.11 東 京 都  「人間・造形・成長」 一造形美術教育を問い直す− 

57 16.8 福 島 県  「ほんとうの空のもと ほんものに出合う瞬間」 −自分いろの造形活動を求めて− 

58 17.11 神 奈 川 県  
つくり続けるよろこび、それは生きるよろこび 

〜 色と形のメッセージIからWEから 〜 

59 18.11 長 野 県  私っていいな！！“いろ・かたち”生きあい学びあい 

60 19.11 熊 本 県  夢と勇気と感性と — 未来を拓く造形教育の可能性を求めて — 

61 20.8 大 阪 府  
こころの歓びを広げる教育美術のこれから 

— 変えるもの・変えざるもの・教育原理の再構築へ — 

62 21.11 千 葉 県  きらめく感性 ときめく思い うみだせアート 

63 22.8 福 島 県  
「つくる喜び、みる感動!!  子どもの今と未来をつなぐ造形教育」 

〜連携を大切にしたこれからの造形教育を求めて〜 

64 23.7 北 海 道  “わたし”を創る — 自立と共生の造形教育をめざして — 

65 24.8 沖 縄 県  -    太陽
ティーダ

の島から発信する造形教育 - 

66 25.11 東 京 都  造形美術教育のダイナミズム -  成長と連携  - 

67 26.10 山 梨 県  造形１００年教育 -    わたしを俯瞰
ふかん

して見えるもの - 

68 27.11 岐 阜 県  
ひとりひとりに「つくる喜び」を 

～ 豊かな心と表現力を育てる造形美術教育 ～ 

69 28.11 宮     城      県 よさや美しさ ～ つながりの中に生まれるものに向かって ～ 

70 29.11 長 野 県  私っていいな！つながる ひろがる アート“響・同・帯
きょう どう たい

” 

71 30.7 秋 田 県  あきた発 新たな美を拓く 〜 わたしを問い、発信する造形活動 〜 
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72 
令和  

1.11 
愛 知 県  感性豊かに共に生きる 

 2.11 ( 千 葉 県 )  （新型コロナウィルス流行の影響により中止） 

73 3.10 北 海 道  

「“わたし”を創る ～今を生きる、共に生きる造形教育」 

 「この子が 感じる＝考える＝表す 造形活動 ～造形的な見方・考え方を豊かにする

学びを通して～」 

74 4.8 長 野 県  
I M A！ ∞ ふれて はじまる 感動物語       私っていいね！ 

〜つくり出す形・色 ひびき合う感性 今を生きる私たち 〜 

75 5.2 東 京 都  「造形教育研究のこれまでとこれから」（臨時大会） 
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２ シンポジウム「造形教育研究のこれまでとこれから」 
 

現在、教育現場では一人一台端末や高速大容量通信などの環境整備が整い、教員には与えられた環境を最

大限に活用し、教え方、学び方の改革と教育活動の DX（デジタルトランスフォーメーション）を進めていくことが求

められています。 

また、グローバル化の進展や多文化共生社会の到来により、社会全体でこれまで以上に相手の状況や考え等

を理解し、思いやりや共感の心をもつことが大切になりました。 

さらに、先般の新型コロナウィルスの感染拡大や不安定な国際情勢、災害など、予測不可能な事象がさまざま

起こっています。 

そのような変化の激しい社会を生き抜いていく子供たちに、我々は造形教育を通して何を伝え、何を身につけさ

せていくべきなのか。 

このシンポジウムでは、保育園・幼稚園、小、中、高、特別支援教育、美術館、そして大学と、全造を組織する各部

会を代表して７名の登壇者によって、以下の３点を柱として、シンポジウムを進めていきます。 

 

１ コロナ禍を経た各部会の苦労や課題、教育 DXによる変化などについての情報共有 

２ これからの時代、造形教育にはどのようなことが求められているのか、造形教育に関わる者として、我々に求

められる心構えとは何か 

３ これからの教育研究活動の充実に向けて、具体的なアクションとは 

 

会場の皆様や、ZOOMでご参加のみなさんとも協議していきます。どうぞ進行にご協力ください。 
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登壇者紹介 

 

世田谷代田仁慈保幼園 

菊地 みぎわ 

 

2009年大妻女子大児童学科卒。小学校・幼稚園の教諭免許取得。 

卒業後は東京とバンコクで幼稚園勤務。また美術館や児童館での子ども向けアートプログ

ラムなどに携わる。 

2018 年に保育士資格取得し社会福祉法人仁慈保幼園に勤務。現在、世田谷代田仁慈

保幼園で地域と連携しながら、子どもの主体性を大事にした保育と大人が共に学び合う場、

新しい出会いを共有する場を目指している。 

                                                

 

新宿区立津久戸小学校 指導教諭 

平田 耕介 

 

民間の企業に約６年勤務。平成５年度に、都立特別支援学校教員となり、都公立中学校美

術教員を経て、平成 12年度、都公立小学校図工専科となる。平成 17年度第 44回東京

都図画工作研究大会城東大会研究局長、その後、東京都図画工作研究会副会長、理事長、

参与、全国造形教育連盟事務局長を経て、平成 29 年度、主幹教諭から指導教諭となり、

東京都図画工作研究会理事長を同年度から令和４年度まで勤め現職。 

                                                                                              

 

国立市立国立第二中学校 研究主任・指導教諭 

長尾 菊絵 

 

武蔵野美術大学造形学部油絵科卒業、東京都教育研究員、東京の開発 21、国立美術館

を活用した鑑賞教育指導者研修、東京教師道場リーダー（27年〜29年）。 

平成24年より東京都中学校美術教育研究会研究部長を6年間務める。「評価規準作成、

評価方法のエ夫改善のための参考資料（平成 23 年）」作成協力者。学習指導要領実施

状況調査作成委員（平成 24 年度）勤務校では学校風土を手立てとし脳科学をエビデン

スとした授業改善の研究をすすめている。 

                                                                                               

 

千代田区立九段中等教育学校 

大竹 敬子 

 

大阪芸術大学美術学科日本画専攻卒業。大阪府堺市立東百舌鳥中学校にて教員として

のキャリアをスタートさせる。その後、東京都立国分寺高等学校に異動し、平成２５年度教育

研究員を務める。中学校と高校での指導経験を活かし、現在、千代田区立九段中等教育

学校で勤務。中学高校を通した系統的な美術教育プランを模索している。 
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東京造形大学特別支援教育非常勤講師 

石丸 良成 

 

東京造形大学で彫刻を学び、現在は同大学の特別支援教育概論の非常勤講師と小学校

の支援学級の図工の授業を楽しんでいる。作家活動をしながら、石材業や造形会社に勤め

た後、特別支援学校の教員になった。学生の時に幼児のお絵描き造形教室で活動したこと

が、発達の理解や授業に役に立った。知的障害学校では、造形美術や作業学習の教材開

発の研究を続け研究会の講師を務めた。触れて音で遊ぶことができる彫刻作品や玩具を

制作している。 

                                                                                              

 

東京学芸大学教職大学院准教授 

西村 德行 

 

1971年、京都市生まれ。東京都足立区立花畑中学校、筑波大学附属小学校教諭を経て、

現在は東京学芸大学教職大学院准教授。専門は教科教育学（美術科教育）、鑑賞教育。

図画工作科や美術科の授業づくりやカリキュラムの研究、教員養成や現職教員の教育を行

う。主な著書に「図画工作・みかたがかわる授業づくり」（単著、東洋館出版社 2005 年）、

「2030年の学校教育ー新しい資質・能力を育成する授業モデル」（編著、明治図書2021

年）等 

                                                                                              

 

三井記念美術館 運営部主任（教育普及） 

亀井 愛 

 

女子美術大学卒業、成城大学大学院文学研究科博士課程前期(美学・美術史)修了。公

益財団法人 横浜市芸術文化振興財団の後、2007 年より三井記念美術館に勤務。教育

普及員を経て 2015 年より現職。学芸員と連携しながら、教育普及事業の企画・実施。地

域や教育機関と連携した美術館を拠点とする学びと実践の場つくりに取り組む。 

学習指導要領等の改善に係る検討に必要な専門的作業等協力者（高校工芸）。 
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３ 各地区の取組紹介 
 

全国造形教育連盟は、各都道府県の造形教育に関わる研究団体等で組織されています。 

ぞれぞれの地域では、これまで継続的に充実した研究活動が展開され、その成果を様々な研究大会などを通じ

て発信してきました。 

しかし、先般の新型コロナウィルスの感染拡大をはじめ、様々な教育をめぐる環境の変化などによって、どの地

域も教育研究活動の形態や在り方等に影響が出ています。 

そのように同じ課題や悩みを持つ各地域の中で、様々な創意工夫によって教育研究活動を継続し、新しい形を

模索しながら取り組まれている事例を共有することで、課題解決のヒントや新しい教育研究活動に対する示唆を

得ることができればと、今回３つの地域に事例報告をお願いしました。 

 

 

（１） 北海道造形教育連盟  

「“わたし”を創る～今を生きる、共に生きる造形教育～」 

 

（２） 福島県図画工作・美術・造形教育連盟 

「第６７回東北造形教育研究大会福島大会報告」 

 

（３） 埼玉県造形教育連合  

「造形教育の新天地へ」 
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各地区からの取組紹介 北海道造形教育連盟（北海道） 

代表者 会長 東 尚典   原稿作成責任者 事務局長 堀口 基一 

“わたし”を創る～今を生きる、共に生きる造形教育～ 

１ 団体の概要（紹介） 

 私たち北海道造形教育連盟は、1950年(S25)北海道美術教育会として発足し、 

1952年(S27)北海道図画工作連盟、1959年(S34)北海道造形教育連盟として

北海道の造形教育振興をめざし、活動しております。札幌市に本部を置き、４ブロッ

ク・16地区サークル(道央:石狩、空知、後志／道北:上川、旭川、留萌、宗谷／道南:渡島、函館、檜山、日高／道

東:十勝、帯広、釧路、オホーツク、根室)でチーム北海道を構成し、現在、520名ほどの会員が各地区で活躍して

おります。 

２ 令和５年度の取組 

 今年度は、４月総会を会同とオンラインのハイブリッド方式で行い、その他諸会議も会同(常任委員会)とオンラ

イン(部長会)を目的に応じて併用して行っています。全道はたいへん広域なため、各地区サークルの活動交流は、

年４回のオンライン交流会やネットワーク会議を活用しています。年２回発行する連盟報(156.157号)も紙版と

データ版の両方で配付しています。 

 また、1951年(S26)第１回札幌大会から始まった全道造形教育研究大会は、今年度、石狩・道央地区を中心

に第72回いしかり大会として「『こうしたい』わたし自身に出会う～造形表現をとおした自分の『よさ』への気付

き『思い』のひろがり」の研究主題のもと、令和５年11月18日（土）オンライン方式にて開催されました。事前に

配信された授業動画の視聴、オンラインでの研究協議や実践発表、元教科調査官の奥村高明先生(日本体育

大学)のご講演など、充実した研究大会となりました。 

 当連盟の事業には、北海道教育美術展があります。1974年

(S49)第１回展が開催されてから、今年度は第49回を迎えまし

た。道内の幼稚園・保育所・認定こども園、小学校、中学校の児

童生徒の力作が全道各地から約８千点集まりました。12月中

旬に審査会を行い、奨励賞100点、入選300点ほどを選出しま

す。道内各地から児童生徒や保護者の皆様が参加しやすいよう

に冬季休業中の１月に札幌市内のギャラリーにて表彰式、展覧会を行っています。 

 研究活動では、各地区サークルでの活動に併せ、本部(札幌)でも新しい取組をスタートいたしました。これまで

組織されていた札幌市造形教育連盟を発展的に解消し、本部研究として４つの部会(教師力・つながり・子ども

の見取り・ミュージアム連携)を組織し、授業研究をとおして２回(12月・２月)の研究全体会で協議を行います。

研修活動では、上記にある北海道教育美術展審査研修会のほか、若手教員向けの実技研修や末永幸歩先生

(6/24)、小林恭代教科調査官(7/8)の講演会なども実施し、連盟内外からの研鑽を積んでいるところです。 

３ 今後に向けて 

 今年度は、組織改編を含む当連盟の活動全般を再考する契機となる年度となりました。コロナ禍を経て、学校

における教育活動や教員の研究、研修活動、連盟のような任意団体での活動の在り様が大きく変わろうとしてい

ます。このような状況を受け、当連盟では将来検討委員会を組織し、所属会員に係る規約改定(現職・顧問など)、

業務分掌や内容の洗い出しと再編、全道造形教育研究大会の意義やニーズの再確認、運営や地区サークルに

おける研究活動との連携、持続可能なビジョンの創出とＤＸの推進などの課題について検討を進めています。 

 様々な観点から令和の造形教育を見つめ、心豊かに児童生徒を育み、“わたし”を創り今を生きる、共に生きる

造形教育の素晴らしさを今一度確認し、児童生徒とともに、つくり出す喜びを大切にした連盟

の活動を充実させていきたいと考えます。 

道造連ホームページ 
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各地区からの取組紹介 福島県図画工作・美術・造形教育連盟（福島県） 代表者 会長 平塚 学  

１ 団体の概要（紹介） 

第６７回東北造形教育研究大会福島大会報告 

福島県図画工作・美術・造形連盟は、平成 12 年に県内の幼・小・中・高・大学等の造形教育研究団体相互の

連絡調整を司る団体として発足した。主に、東北造形教育研究大会及び全国造形教育研究大会の福島県での

開催に向けての連絡調整を行い、平成 16 年にいわき市、平成 22 年に福島市で開催した全国造形教育研究大

会や平成２７年に郡山市で開催した東北造形教育研究大会を主催してきた。 

また、福島県図画工作・美術・造形教育連盟を含め東北６県の造形教育連盟で組織する東北造形教育連盟は、

東北地方の造形教育の振興を図るため、各県の輪番制により、毎年、東北造形教育研究大会を開催している 

２ 令和５年度の取組 

令和 5 年度は、第 67 回東北造形教育研究大会福島大会を 11

月 22 日(水)にいわき市で開催した。コロナ禍での計画だったため、

オンラインでの開催とし、いわき市内からの参加者のみ参集とする形

で実施した。研究主題は「つなぎ つながり つくり出す～夢と未来

～」とし、幼稚園１つ、小学校３つ、中学校２つの計６つの実践発表を

行った。実践発表では、よりオンラインでの参加者に研究の手立てが

伝わるよう授業の様子を複数のカメラを使って撮影し、編集した動

画を使って発表した。研究協議は Zoomのチャット機能を使って実施

した。各部会のオンラインでの参加者は多くて 40 名程度だったこともあり、大きな混乱なく協議できた。 

授業や研究に対する講評は、幼稚園と小学校部会については文

部科学省初等中等局教育課程課の小林恭泰代調査官に、中学校

部会は平田朝一調査官に行ってもらい、大変貴重な話を伺うことが

でき、参加者にとって有意義な機会となった。 

閉会行事では、次年度開催県の山形県より、第 68 回東北造形教

育研究大会山形大会が、「造形の“め”をひらいて、ともにつくる未

来」を大会テーマに、令和 6 年 11 月 22 日(金)に山形市を会場に

開催することが報告された。感染症対策として行ったオンライン開催

であったが、「複数台のカメラを使った動画による研究発表は手立てがよくわかりよかった」「ブレイクアウトルーム

を自由に行き来でき、幼小中の発表を見ることができよかった」等、Zoom ならではの開催について比較的良い意

見が多く寄せられた。 

３ 今後に向けて 

次の福島県での東北造形教育研究大会は６年後の令和 11 年度に福島市で開催予定である。その開催に向

け各校種ごとに研究を深めるとともに、東北 5 県や県内の幼小中の造形教育諸団体との連携を深め、準備をして

いく予定である。 

問い合わせ先：郡山市立河内小学校長 平塚 学 

hiratsuka.manabu@fcs.ed.jp 
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各地区からの取組紹介 埼玉県造形教育連合（埼玉県）  

代表者 理事長 森田 豊   原稿作成責任者 編集局長 板橋 利行 

造形教育の新天地へ 

 

１ 団体の概要 

  本連合は、県内における造形教育研究団体等の活動を促進すると共に、相互の連携を密にし、本県造形教育

の振興を図ることを目的に関ブロ造形教育研究大会等の開催に向け、規約を設けて組織しています。 

２ 令和５年度の取組 

  埼玉県では、毎年、県の造形教育研究大会を開催し、創造体験研修会

と授業実践研修会を通して、多くの参加者を集め研修を積み重ねてきま

した。そうした長年の研究の中で明らかにされてきた「3 つの追究観点」

は、造形教育の原点に立ち返りながら、新たな実践に挑む上での指針と

なっています。 

本大会では、テーマである「造形教育の新天地！ワイワイ埼玉

Artlearntis」のもと、これまで埼玉県が培ってきた３つの追究観点「受

け止めよう子どもの心」「育てよう確かな力」「深めよう生き生き授業」の

取組を続けるとともに、特色ある７つの分科会と４つの公開授業・保育で

これからの造形教育を提案しました。大会テーマの「ワイワイ埼玉」は、埼

玉の地に集った造形教育を心から愛する仲間誰もが、年齢、経験、地域、

参加方法などを問わず、仲良く、楽しく、時には厳しく熱を込めて語り合う

姿をイメージしたものです。 

また、本大会は参集参加・オンライン参加・オンデマンド参加を可能に

したハイブリッド大会への挑戦でもあり、持続可能な造形教育研究の推進のために、組織の在り方の見直しに

も挑んでいます。 

当日はオンラインも含めると約２７０人の参加者を迎え、素晴らしい提案によりイメージ通りの交流ができたこ

とが何よりの成果です。運営面等の課題もありましたが、参加者のアンケートからもその満足度が伺えました。 

３ 今後に向けて                              

  次年度からは、「連合」から県内における造形教育研究団体等の活動に戻ります。 

関ブロ埼玉大会の成果と課題等を各団体でも検証し、次年度以降の活動へつなげていきます。                                            

第６２回関東甲信越静地区造形教育研究大会埼玉大会 

会期 令和５年１１月１７日(金) ※１日開催 

 会場 【全体会】川口総合文化センター・リリア 

【公開授業】川口市立舟戸幼稚園  川口市立元郷南小学校 

川口市立南中学校  川口市立高等学校 

Artlearntis アートラーンティスとは 

Art＋learn (学び) 

＋transformation(変革) 

＋inclusion (包括) 

＋sustainability(持続可能性) 

埼玉県美術教育連盟 HP 
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４ 基調提案「これからの全国造形教育連盟」  

  

 

※ 基調提案本文は、当日別紙にて配布します。 
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5 記念講演 「造形教育の未来へ向けて」 

 

 

大会テーマ「造形教育研究のこれまでとこれから」を受け、「造形教育の未来」について、国内外

の造形教育に精通された先生の様々なご経験から、造形教育の未来に向けたお話をいただきます。 

 

 

講師 

兵庫教育大学名誉教授 

福本 謹一 氏 

文部科学省の中央教育審議会教育課程部会芸術ワーキング主査 

InSEA（国際美術教育学会）評議員 

第 2 回ユネスコ芸術教育世界会議国際顧問などを歴任 

2019 年 文化庁長官表彰受賞 
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6 第７５回全国造形教育研究大会（東京臨時大会）実施要項 
大会テーマ「造形教育研究のこれまでとこれから」 

 

１ 期日 令和６年２月 23（金・祝日）  

時間 13:00から 17:00 まで  

・教材展示は 12:00～、 

・懇親会は 17:30～ 

 

２ 会場 オリンピック青少年センター  

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町３−１  

     ・大会会場   センター棟 ４階 417 300名収容 セミナーホール 

・教材展示会場 センター棟 １階 102 200名収容 PC室 

・懇親会会場  センター棟 ２階 カフェフレンズ 

 

３ 主催 全国造形教育連盟 第 75回東京臨時大会実行委員会 

 

４ 目的 

（１）全国の造形教育の振興と発展に向けた目的 

教育研究活動の意義や価値を再確認するとともに、活発で持続可能な活動の在り方について考える機会

とする。志を共にする関係者の連携や協働の強化、今後の造形教育の振興と発展に向けた具体的なアクショ

ンの基盤の場とする。 

（２）全国造形教育連盟の課題解決に向けた目的 

① 全国造形教育連盟の歴史や存在意義、価値についての再確認と周知を図る。  

② 全国造形教育研究大会の意義や必要性について共通理解を図り、今後の開催地区決定に資する。 

③ 関係各団体との連携強化を図り、造形美術教育の振興と発展に向けた意識統一を図る。 

 

５ 内容 当日同時 zoom配信、オンデマンド配信 

 次第 内容 登壇者 時間 

 教材展示   1時間 12:00～13：00 

 受付開始   20分 12:40～13：00 

１ 開会式 開会宣言 副委員長 1分 13:00～13：20 

主催者挨拶 委員長 2分 

来賓挨拶① 文科省小林先生 3分 

来賓挨拶② 文科省平田先生 3分 

来賓挨拶③ 都教育長代理 3分 

来賓挨拶④ 日美連理事長 3分 

来賓紹介 歴代委員長等 3分 

２ 共通理解 「全造の起源と歴史」 事務局 10分 13:20～13：30 

３ シンポジウム 「造形教育研究のこれまでと

これから」 

各校種代表 80分 13:30～14：50 

４ 各地区の取組紹介 各地区、部会の取組等について

情報提供 ５分×３地区程度 動

画 URL紹介 

北海道、埼玉、 

福島、 

20分 14:50～15：10 
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 休憩（30分） 教材展示見学 15：10～15：40 

５ 基調提案 これからの全国造形教育連盟 事務局長 15分 15:40～15：55 

６ 記念講演 造形教育の未来に向けて 福本謹一氏 50分 15:55～16：45 

７ 閉会式 謝辞 本部役員 4分 16:45～16：55 

次年度大会について 滋賀県 5分 

閉会挨拶 副委員長 1分 

８ 撤収作業 16:55～17：00 

９ 懇親会  17:30～19：30 

  

６ 全国代議委員会、校種別会議 

 別日程で開催。 

  

７ スケジュール 

期日 内容 備考 

６月１６日（金） 実施決定、内容の方向性確認 日時、会場確定 

６月２７日（木） 教材展示説明会 日時、展示会場等周知 

６月中 ・HP、SNS、各教科部会等を通じて実施を周知

（0次案内） 

・実行委員会組織編制 

・内容、登壇者及び講師等検討  

・各地区への情報提供依頼 

 

 

 

 

R4中に福島・埼玉・北海道に依頼 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

・内容確定 講師への依頼 

・講師との打ち合わせ① 

・教材展示説明資料作成、 

メールで周知、参加申し込形 

・レセプション会場検討、申し込み 

・配信対応会社依頼 

登壇者、講師打診 

・シンポジウム内容検討、登壇者確定、依頼 

・歴史情報収集、動画内容検討・作成 

・各地区取組発表依頼 

・滋賀大会事務局長との打ち合わせ 

依頼文発送 

 

 

・関ブロ大会参加 

・講師との打ち合わせ② 

・シンポジウム内容検討、登壇者プロフィール原

稿等依頼 

・歴史情報収集、動画内容検討・作成 

・２次案内作成、参加費検討、確定 

・各地区発表原稿等作成依頼 

 

 

 

 

12月 ・シンポジウム登壇者打合せ、原稿、プレゼンテ

ーション作成依頼、必要に応じて随時登壇者

と連絡調整 

・歴史情報収集、動画内容検討・作成 

・参加者、懇親会 人数確定 

・会場設営、事前準備等詳細確認 

・２次案内公表、参加申込開始 

・参加費、申し込み方法、 

上限人数等確認 
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１月 ・申し込み締め切り 

・紀要プロット確定、原稿作成 

・配信業者打合せ 

1/15一時締め切り 

1/25最終締め切り 

 

２月 ・原稿入稿、校正、完成 

・前日準備 

 

・当日 

 

・袋詰め、最終打合せ 

 

・タクシーで搬送 

後日 ・会計まとめ 

・HPに当日の報告を掲載、情報整理 

 

８ その他 

（１） 事前申し込み制  Peatixを活用 HPからリンクで申し込み→直接全造口座に入金 

（２） 大会参加費 1000円、学生 500円  Zoom 500円  

懇親会費  5000円   

   ・入金されたら領収書と当日の参加証や Zoomのリンク等を当日までにメールで送付  

（３）必要経費：会場費、配布物印刷製本費、報償費、通信委託費 他 

 

９ 役割分担 

項目 担当 内容 

全体計画・連絡調整 ・松永 

・柴田 

・要項作成  

・進行管理  

後援申請 ・柴田 

・松永 

・文科省（文化庁） 

・東京都教育委員会 

会場 ・松永 ・会場確保、会場との連絡調整  

案内作成、配布、周知 

 

・倉橋（HP） 

 （デザイン） 

・全員（周知） 

・内容作成 

・デザイン検討 

・HP掲載  

・印刷、周知配布、SNS等（全員）  

大会紀要作成、 

当日の配布物確認、調整 

・奥井 

 

・作成計画 

・原稿依頼、とりまとめ 

・プリントパック対応 

当日の Zoom設定 

記録、配信業者対応 

写真記録 

・福田（写真） 

・倉橋（HP） 

・写真記録 

・HP掲載 

・配信用データ記録、オンデマンド対応動画編集委 

 託 

来賓、講師対応 

 

・松永 

・奥長 

・横枕 

・三澤 

・来賓名簿作成、案内状作成 

・講師選定、折衝、依頼文作成 

・挨拶依頼 

・当日案内、対応 

参加申し込み 

参加者名簿作成 

・三浦 

・倉橋（HP） 

・申し込みフォーム作成、名簿まとめ 

・参加確定通知 

教材展示対応 ・鶴内 

・平田 

・柴田 

 

・説明要項作成、 

・要項送付、参加とりまとめ 

・当日教材展示対応計画、駐車場使用確認 

・当日管理、対応 
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会計（大会費用） ・深見 

・柴田 

・平田（監査） 

・ 予算案策定  

・出入金管理 

・当日対応 

（事務局費ら大会参加費、教材展示参加費） 

（登壇者報償費、交通費、会場費等対応） 

・会計業務全般 

当日司会 ・柴田  

開会 ・奥長 ・開会宣言 

共通理解 

「全造の起源と歴史」 

・加藤 

 

 

・資料収集 

・とりまとめ 

・原稿作成 

・当日発表 

シンポジウム 

「造形教育研究のこれまでとこ

れから」 

・松永 

・倉橋、奥井 

 

登壇者 

・幼保 菊地 

・小  平田 

・中  長尾 

・高  大竹 

・大  西村 

・特  石丸 

・美  亀井 

・全体計画、シナリオ案作成 

・登壇者連絡調整、原稿集約、とりまとめ 

画像操作 

 

・進行（西村） 

 

 

各地区の取組紹介 ・松永 

・柴田 

・奥井 

・依頼、とりまとめ 

・各地区、部会の取組等について情報提供  

５分×３地区程度 URL等紹介 

・該当地区に再依頼 

・原稿要項掲載 

基調提案 

「これからの全国造形教育連

盟」 

・松永 

・柴田 

・基調提案作成、当日発表 

記念講演 ・松永 

・福本 謹一氏 

・講師選定、依頼 

・連絡調整、当日接待 

閉会式 ・三澤 

・滋賀県 

 

・横枕 

・謝辞 

・次年度大会について 

 複数来場の上紹介とのこと 

・閉会宣言 

懇親会 ・三浦 

・深見 

・加藤 

・会場確保済み 

・参加申し込みフォーム、参加者名簿作成 

・懇親会進行案作成 

・懇親会司会、挨拶依頼 

・会計 
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教材展示会場

10 会場図 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会会場
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11 教材展示協力（賛助会） 

ぺんてる株式会社 様 

株式会社サクラクレパス 様 

株式会社美術出版エデュケーショナル 様 

ターナー色彩株式会社 様 

株式会社クラフテリオ 様 

新日本造形株式会社 様 

光村図書出版株式会社 様 

開隆堂出版株式会社 様 

公益財団教育美術振興会 様 

日本文教出版株式会社 様 

日本色研事業株式会社 様 

株式会社美術工芸センター 様 

公益財団法人美育文化協会 様 

和信ペイント株式会社 様 
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